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市
で
は
、
幼
児
教
育
か
ら
中
学
校
ま
で

の
12
年
間
を
通
し
て
、
自
立
し
た
人
間
と

し
て
主
体
的
に
考
え
行
動
す
る「
自
立
力
」

と
、
多
様
な
人
々
と
協
働
し
な
が
ら
新
た

な
価
値
を
創
造
す
る「
社
会
力
」を
兼
ね
備

え
た
子
ど
も
を
育
て
る
た
め「
幼
小
中
一
貫

教
育
」を
推
進
し
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
11
月
号
の
、「
考
え
る
力
」の

育
成
に
つ
い
て
の
特
集
で
は
、「
思
考
ツ
ー

ル
」を
活
用
し
、
課
題
解
決
能
力
を
育
て
て

い
く
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

今
回
は
、「
考
え
る
力
」を
含
め
た「
学
力
」

を
ど
の
よ
う
に
高
め
て
い
く
の
か
紹
介
し
ま
す
。

問
教
育
企
画
課
幼
小
中
一
貫
教
育
推
進
室
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「
学
力
」の
定
義
が
変
わ
る

こ
れ
か
ら
の
学
力
は
、
単
な
る
知
識
の

習
熟
で
は
な
く
、
知
識
を
使
っ
て
考
え
、

工
夫
す
る
力
と
、
知
り
た
い
・
人
の
役
に

立
ち
た
い
と
い
う
意
欲
も
含
め
た
も
の
と

な
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
多
く
は
、
将
来
、
今
は

存
在
し
な
い
職
業
に
就
く
と
い
わ
れ
て
お

り
、
急
激
な
社
会
の
変
化
に
合
わ
せ
、
学

び
も
変
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

漢
字
検
定
と
算
数
検
定
の
実
施

﹁
考
え
る
力
﹂の
基
礎
は
、
語
彙
力
と
論

理
的
思
考
と
言
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
が

養
わ
れ
る
こ
と
で
、
学
力
の
向
上
に
つ
な

が
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
学
力
を
確
認
し
、

幼小中一貫教育で

「学力」を高める！

学
習
へ
の
意
欲
向
上
と
、
学
力
に
つ
な
が
る

語
彙
力
・
論
理
的
思
考
の
基
礎
の
向
上
を
図

る
た
め
、
漢
字
検
定
と
算
数
検
定
を
実
施
し

ま
す
。（
対
象
…
小
学
3
～
5
年
生
）

ま
た
、
学
力
を
高
め
る
た
め
、
次
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
す
。

生
徒
が
実
感
で
き
る

学
力
向
上

「
袋
井
版
学
力
調
査
」の
実
施

　
学
力
調
査
の
結
果
か
ら
指
導
の
ポ
イ
ン

ト
を
把
握
し
、
効
果
的
な
指
導
に
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。

対
象
…
小
学
5
年
生
、
中
学
2
年
生

学
力
向
上
I
C
T
サ
ポ
ー
タ
ー

　
学
力
調
査
の
結
果
を
分
析
し
、
学
習
課

題
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
I
C
T
機
器
や

教
材
を
活
用
し
た
課
題
解
決
に
向
け
た
授

業
支
援
を
行
い
ま
す
。

「︵
仮
称
︶家
庭
学
習
の
す
す
め
」の
配
布

　
主
体
的
に
学
ぶ
こ
と
の
必
要
性
や
家
庭

学
習
に
お
け
る
保
護
者
の
関
わ
り
方
な
ど

に
つ
い
て
解
説
し
た
も
の
を
配
布
し
、
家

庭
学
習
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

わ
か
る
授
業
の
実
践

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
　

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
し
た
調
べ
学
習
を

行
う
こ
と
で
、
児
童
生
徒
の
情
報
活
用
能

力
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

子どもたちが主体的に取り組む授業づくり
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全
小
学
校
に
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
配
備

　
教
科
書
や
資
料
集
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
投

影
し
、
音
声
や
映
像
を
使
っ
た
分
か
り
や

す
い
授
業
を
行
い
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た

英
語
力
向
上

小
学
校
低
学
年
か
ら
の
英
語
活
動
の
充
実

英
語
D
V
D
教
材
の
活
用
や
英
語
指
導

助
手（
A
L
T
）の
計
画
的
派
遣
な
ど
、
小

学
1
年
生
か
ら
英
語
に
慣
れ
親
し
む
環
境

づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

英
検
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
推
進

英
語
学
習
に
取
り
組
む
児
童
生
徒
を
応
援

す
る
た
め
、
参
加
費
1
，0
0
0
円
で
英
検

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
事
業
を
行
い
ま
す
。

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
の
実
施

生
き
た
英
語
体
験
学
習
を
通
じ
て
、
英

語
の
楽
し
さ
を
学
び
、
英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

�

児
童
生
徒
に

向
き
合
う
時
間
の
確
保

レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
の
充
実

　
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
が
抱
え
る
問
題
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
教
員
が
児
童
生
徒
に

向
き
合
う
時
間
を
生
み
出
し
、
支
援
体
制

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●�

小
中
一
貫
教
育
サ
ポ
ー
タ
ー
の
増
員

　�

小
中
一
貫
教
育
の
推
進
を
担
当
す
る
教

員
の
支
援
等
を
行
い
ま
す
。

　�

4
人�

➡�

8
人（
各
中
学
校
に
2
人
配
置
）

●�

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
増
員

授
業
準
備
、
給
食
指
導
、
昼
休
み
の
安

全
巡
視
等
を
行
い
ま
す
。

　�

小
学
校
13
人�

➡�

25
人（
＋
12
人
）

　
中
学
校
：
5
人

●�

特
別
支
援
学
級
等
支
援
員
の
増
員

　�

幼
稚
園
：
43
人�

➡�

47
人（
＋
4
人
）

　�

小
学
校
：
35
人�

➡�

42
人（
＋
7
人
）

　�

中
学
校
：
12
人�

➡�

13
人（
＋
1
人
）

各
種
支
援
員
の
配
置

・
学
校
健
康
安
全
支
援
員

・
不
登
校
別
室
登
校
生
徒
支
援
員

・
外
国
人
児
童
生
徒
サ
ポ
ー
タ
ー
　
な
ど

地
域
と
連
携
し
た教育

の
推
進

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
充
実

　
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
学

校
運
営
に
反
映
さ
せ
、
協
働
し
な
が
ら
子

ど
も
た
ち
の
豊
か
な
成
長
を
支
え
ま
す
。

「
地
域
学
校
協
働
本
部
」の
設
置

　
学
習
環
境
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
協
議

の
場
を
地
域
に
設
け
、
地
域
で
子
ど
も
を

育
て
る
環
境
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

地
域
で
支
え
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
学
習
支
援

　
放
課
後
や
休
日
、
長
期
休
暇
に
、
地
域

の
教
育
力
を
活
用
し
た
、
学
習
支
援
活
動

を
推
進
し
ま
す
。

幼小中一貫教育で「学力」を高める！

一貫校の名称
学園名の説明、名前に込められた思いなど

中学校
小学校 幼児教育

連携校 連携園・所

周南たちばな学園
「たちばな」は、校区内に日本三筆の一人とされる橘
逸勢の最期の句と供養塔があることに由来し、周南
中の合唱祭の名称とするなど親しまれています。

周南
三川
山名
今井

袋井北
三川幼
山梨幼
今井幼

明和第一保育園
めいわ月見保育園
袋井ハロー保育園
たんぽぽ第二保育園
明和第二保育園
めいわ可睡保育園
袋井あそび保育園
どんぐり保育園
MOE保育園てんじん園
袋井南保育所
ルンビニあゆみ園
山名幼稚園
愛野こども園
たんぽぽ保育園
笠原こども園
ルンビニ保育園
ルンビニ第二保育園
あさば保育園

ほか

袋井あやぐも学園
「あやぐも」は、袋井中の校歌や合唱コンクールの
名称としても親しまれ、子どもたちの未来が輝か
しいものになってほしいという思いを込めました。

袋井
袋井北
袋井東
袋井西

今井

若草幼
若葉幼
袋井東幼
袋井西幼
田原幼

南の丘学園
袋井南中は小高い丘に立っています。この丘を登
り切る（卒業する）までに、「夢を抱き、たくまし
く次の一歩を踏み出せる力」を備えていきます。

袋井南
袋井南
高南

袋井南幼
高南幼

浅羽学園
古くから親しまれてきた「浅羽」という名前を掲
げ、地域が一体となって子どもたちを育てます。

浅羽

笠原
浅羽東
浅羽北
浅羽南

浅羽東幼
浅羽西幼
浅羽北幼
浅羽南幼

※連携校（連携園・所）は、進学先が複数の中学校（小学校）になっている小学校（幼児教育施設）です。

一貫校の名称が決まりました！

（平成31年4月現在）

本市の幼小中一貫教育は、教育施設（幼児教育、小学校、中学校）が中学校区ごとに一つの学校（学園）を
構成し、一貫した教育を行います。今後は、この学園名を掲げて一貫教育を加速していきます。　
※幼小中の「幼」とは、幼稚園・保育園（所）・認定こども園における幼児教育全般を指します。��


